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　【目的】r
－アミノ酪酸（ＧＡＢＡ）はギャバロン茶中に約150～200mg%含まれ、

血圧降下作用を示す中心成分として知られる。ギャバロン茶の降圧メカニズムとし

ては食塩負荷による昇圧抑制、アンジオテンシン変換酵素活性抑制などを今までに
認め報告してきた。今回はＧＡＢＡをラットに経口投与し、血圧を測定すると共に
消化器系臓器をはじめ、全臓器中のＧＡＢＡ含量の分布を測定し、知見が得られた
ので報告する。

　【方法】ウィスター系雄ラットを用いて100～200mg/mlのＧＡＢＡを強制経口投与
した。投与後ラットを代謝ゲージに入れて糞と尿を別々に捕集し、その後、経時的

にラットを屠殺解剖し、全臓器中のＧＡＢＡをＨＰＬＣで測定した。尿は一部を塩
酸で加水分解し、同様にＨＰＬＣで測定した。これとは別に、ウィスター及びSH
Ｒラットを用いて強制経口投与し、血圧を測定した。

　【結果】①投与されたＧＡＢＡ含量は各臓器に一時増加して減少するのは共通して
いたが、最大値及び最大値に達する時間には違いが見られ、１時間～３時間であっ

た。②胃中には投与時が最大で、以後急速な減少、盲腸は反対に時間と共に増加が

認められた。③尿中のＧＡＢＡは加水分解することにより増加し抱合体として排泄
されているものと考えられた。
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【目的】葉酸は、一炭素単位のキャリヤーとしてヌクレオチド類、タンパク質などの生合
成に関与しており、ＤＮＡ合成や細胞増殖に極めて重要なビタミンである。しかしながら、

葉酸はその誘導体の種類が多くかつ不安定であるため、定量が困難で、その生体内での機

能は十分に明らかにされておらず、欠乏症についても現象面の解析にとどまり、物質レベ
ルでの解明はなされていない。そこで今回、生体内での葉酸の機能をより明らかにするた

め、葉酸欠乏ラットを用い、その欠乏過程における各アミノ酸の動態を検討した。

【方法】離乳直後のラットを2群に分け、対照食(葉酸8 mg/kg diet)および欠乏食(葉酸
フリー)をそれぞれ摂取させて一定期間飼育後、肝臓と血液を採取した。肝臓中の各葉酸

誘導体は、HPLC一電気化学検出法により特異的に定量した。同時に、肝臓・血液中のアミ
ノ酸分析を行った。さらに、肝臓中のS－アデノシルメチオニン(ＳＡＭ)とS－アデノシルホ
モステイン(ｓＡＨ)を、HPLC法により定量した。

【結果】欠乏食群のラットでは、５週目より体重が急激に減少し、貧血の臨床症状が認め

られた。肝臓中の各葉酸誘導体量は、欠乏食開始２週目より、有意に減少した。肝臓と血
液中のアミノ酸分析を行った結果、特にグリシンとセリンに変化が認められた。グリシン

は欠乏４週目で有意に上昇し、５週、６週目でさらに上昇した。セリンは欠乏２週目, 3
週目で上昇し、その後減少した。肝臓中のＳＡＭとＳＡＨは４週目より変化し、SAM量
は有意に減少、ｓＡＨ量は有意に増加した。その結果、肝臓中のＳＡＭ／ｓＡＨ比は、４
週目より急激に減少した。
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